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■シナリオ基本情報
▼作者
　ゲームアニメ部ＦＪＣ（twitter：@FJC_Sophia）
▼プレイヤー人数
　３～４人
▼想定プレイ時間
　３～４時間
▼シナリオタグ
　ヒルコ、企業、推理もの

●このシナリオについて
　本シナリオはヒルコと都市伝説、そして企業を取り
扱ったミステリ仕立てのシナリオだ。情報を集め、推
理し、真相……つまりは犯人が誰で、どこにいるのか
を探し当てるゲームである。
　
●シナリオレギュレーション
　本シナリオの想定レギュレーションを以下に記載す
る。使用するデータの変更や RL が調整を行った場合、
改めてレギュレーションを提示すること。
▼使用経験点
　0 ～ 200 点程度
▼達成値制限
　制限なし
▼スタイル制限
　特になし

■アクトトレーラー
　キャスト作成の前に、以下のアクトトレーラーを読
み上げること。
-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

イカれた都市伝説にまみれるストリートの闇に、
今日はとびきりの噂が流れている。
曰く、「一人の怪人がよなよなヒルコを攫ってる」
んだという。
どんな怪人かって？
語られる怪人の外見の詳細は、「学ランを着た男」、
で「チアガール」、で「パンツスーツの女」、……
こんな感じ。
笑っちゃうよな、こんな特徴を兼ね揃えた同一人
物がいるか？　ふざけたゴシップにも程がある。
でも、ストリートのヒルコが一人一人と消えて
いっているのは確かな事実だ。

「怪人さん」は、ヒルコを攫って、一体何をしようっ
ていうんだろう？

人間だけが選び取るから、選び取ってこそ人間だ。
置いてけぼりにされた思い出は、懐かしいだけの
あの空で、ずっと誰かを待っている。

トーキョーＮ◎ＶＡ THE AXLERATION

『メルクマールの空』

-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

プレアクト情報
Pre-Act Info

メルクマールの空
正体不明の怪人がヒルコを攫うという都市伝
説を、キャストたちが追う推理シナリオ。
君は、事件の真相にたどり着くことができる
だろうか？

（掲載日：2015.12.29）
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(*)各キャストの導入について
　すべてのハンドアウトにおい
て、RLが適当に所属と依頼を変
えても問題ない。姫プレイを行っ
ていたのが『④カブト』であっ
ても問題ない（ただし活躍の場
が多少偏る）。

■キャスト作成
●クイックスタート
　以下のサンプルキャストを使用することが可能だ。

『①ヒルコ』：内なる怪物（『TOS』p52）
『②カゲ』：災厄のカゼ（『TNX』p92）
『③トーキー』：遊撃記者（『TNX』p88）
『④カブト』：不落の守護者（N ／Ｃオリジナル）

●特記事項
　『②カゲ』には「ある医者と月一で少し話をする仲」とい
う設定がつく。
　また、『③トーキー』には、「かつてとあるネットゲームに
おいて姫プレイをしていた」という設定をつけさせて貰うた
め、おそらくとくに新規キャラが望ましい。(*)

●特別ルール
　このシナリオでは、プレイヤーが事件の詳細を調査し、真
犯人がいると思われるアドレスを指定して、実際に真犯人が
いる場所を襲撃することでクライマックスシーンが発生す
る。間違えた場合、その場で致死的な戦闘か、神業による襲
撃が発生する。

●特別システム「インヴァルネラブル・オーバードライブ」
　誰かが三種いずれかの死を迎えた時、カブトかその本人を
幽霊状態にすることで、その死を無効化できる。幽霊状態と

は、ありとあらゆる行動ができず、ありとあらゆる効果の対
象にもならず、ロールプレイだけができる状態。
　幽霊状態は、このシナリオのエンディングフェイズで解除
される。プレイヤー全員が幽霊状態になった際、このシナリ
オはそれ以上進展しなくなり、終わる。

●プレイヤーが３人の場合
　『①ヒルコ』か『④カブト』を抜くこと。その場合、該当
するキャストは RL が操る NPC となる。判定などは行わず、
推奨サンプルキャストが保有する神業を、プレイヤーたちの
合議により使用可能。

●必要な神業
　防御系神業五個以上推奨。

●主に使用する技能
　本シナリオの情報収集で主に使用する技能は〈社会：スト
リート〉〈社会：企業〉などである。

■キャスト間コネクション
　キャスト間のコネは以下の通りに取得する。

『①ヒルコ』→『②カゲ』→『③トーキー』→『④カブ
ト』→『①ヒルコ』

③推奨スタイル：トーキー
ScENARIO Handout

【ＰＳ：噂の真相を知る】

コネ：推奨なし 推奨スート：特になし

　君はマスメディアの一員として刺激のあるニュースを日々探している立場だ。そ
して当然ながら今ストリートで大人気の学ランでチアガールな怪人を調べることに
なった。明らかにチープすぎるくだらない噂だが、そういうものにこそ時には裏に
大事件が潜んでいるものだ。いやいやか積極的にかはわからないが、君はその事件
のセンセーショナルな報道を追い求める。

①推奨スタイル：ヒルコ
ScENARIO Handout

【ＰＳ：生き残る or 敵討つ】

コネ：推奨なし 推奨スート：特になし

　ある日君は、周囲にいる友人のヒルコ達が、だんだんと消えていってい
ることに気付いた。気付いた瞬間、君はその場から逃げた。君は消えたくな
かったからだ。逃げ続けた君は、やがて『②カゲ』の保護下へと落ち着いた。 
　『②カゲ』がどういう意図で君を保護したかはわからないが（『②カゲ』が決める）、
君は自分の身の安全の確保をしたいと、あるいは消えたヒルコたちの敵が取りたい
と思っている。

②推奨スタイル：カゲ
ScENARIO Handout

【ＰＳ：『①ヒルコ』の手助けをする】

コネ：推奨なし 推奨スート：特になし

　ある日君はなんらかの形で『①ヒルコ』を確保した。『①ヒルコ』はどうしても
ヒルコたちの敵が取りたいのだという。しぶしぶとか積極的にかはわからないが、
君はその手助けをすることになる。

④推奨スタイル：カブト
ScENARIO Handout

【ＰＳ：案件「ヒルコ狩り」を処理する】

コネ：推奨なし 推奨スート：特になし

　君は大企業のもとで戦闘系の工作員として働いている。そして上司いわく、巷で
起こっている「ヒルコ狩り」に、某企業の息がかかっている、という噂がある。君
はその事件の仕掛け人をこの世界から消すか、根か葉を見つけて何もなかったと報
告しなければならない。

アクトハンドアウト
各キャストには右記の設定が推奨・あるいは追加される。
キャスト作成時によくプレイヤーと相談すること。

『①ヒルコ』：ストリート住み。
『②カゲ』：ストリート住み。とある闇医者（このシナリオのオ
リジナルキャラクター）と知り合い。

『③トーキー』：立場は自由。かつて、とあるネットゲームには
まり込んでいた。

『④カブト』：企業に所属している。
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(*1)オープニング２について
　オープニング１とセットに
なっている。構成・演出上の意
図はあるのだが、いきなり拾っ
ていたことにされたことに対し
『②カゲ』のプレイヤーがテスト
プレイの際反感を抱いていた。
その際アドリブで出会いの場面
を作って先にやることにした。

●オープニング１：定期検診
シーンプレイヤー：『②カゲ』

登場：不可

◆解説
　『②カゲ』のオープニング。『②カゲ』が知り合いの
闇医者（タタラ◎●、ニューロ、ミストレス。名前と
キャラは適当に、ここでは E1 とする）に「『①ヒルコ』
を引き取ったんだって？」と言われる。近いうちに『①
ヒルコ』を連れてきてほしい、とも。

◆描写
　時期は現在。君は知り合い以上友達未満の医者の
医務室にいる。君は自分の体のメンテナンスのため
に、数年前から月一くらいでここに来て、十五分程
度、軽く話す間柄だ。
　いつものように君の商売道具を診たあと、五分
程度の世間話を終えて、E1 は、「そういえば、君、
ヒルコの女の子（男の子）を引き取ったんだって？」
と言う。
▼セリフ：E1

（肯定した場合）「やっぱりか」

（否定した場合）「否定しても無駄だよ、ネタは上がっ

ているんだ」

「ま、君が人を助けた武勇伝は今回だけのものじゃな

いからね、今回も結局そいつを助けるんだろ？」

「ヒルコか。……今度、ここに連れてくるといい。君

の恋人の顔が、見てみたいからね」（この一行は絶対

に言うこと）

◆結末
　検査終了となり、シーンも終了。

●オープニング２：ヒルコ・ミーツ・ノヴァ
シーンプレイヤー：『①ヒルコ』

登場：不可。『②カゲ』は自動登場

◆解説
　『①ヒルコ』のオープニング。(*1)『②カゲ』が医者
から帰ってくる直前、『①ヒルコ』は皆がいなくなっ
てしまった時のことを回想し、やっぱり皆がどうなっ
てしまったのか知りたい、安全なあそこでもう一度暮
らしたい、皆の敵を討ちたい、このうちどれかを強く
思い、『②カゲ』に協力を乞う。『②カゲ』は断っても
良い。その場合は以降『②カゲ』のシーンを行わず登
場判定による登場のみとする。

◆描写
　時期は現在。君は『①ヒルコ』の部屋で一人でい
る。電気を付けずに、目を閉じて、思い浮かべる。『①
ヒルコ』に拾われた日のことと、これまでのことを。

（適切な場所で『①ヒルコ』は『②カゲ』に拾われる）
　そういう経緯で、キミは、今、ここにいる。
　ある友人は、翼が生え、口の右側が溶けてしまっ

■ストーリー
　IANUS 連動体感型 MMORPG「メルクマール」。過
去、農耕や洗濯までできるこのゲームに、『③トー
キー』ははまり込んでいた。『③トーキー』はメルク
マールをプレイしていく中で、その魅力によって、さ
まざまな人に好かれていっていく。その中には、役
職「パラディン」の、とあるプレイヤーがいた。「パ
ラディン」は『③トーキー』を「姫」と慕い、追い
回した。その慕いようを不気味に感じた『③トー
キー』は、彼と絶縁する。引きこもりのパラディン

「アレノ・トガウミ」は、その際の『③トーキー』か
らの一言をばねに、あるいは糧にして、メルクマール
を通じて知り合った、同じく『③トーキー』を好き
だった「ラブド・コロミヤ」と二人、力を手に入れよ
う（、そして姫をいつか迎えに行こう）と決意する。 
　現在、すでにテラウェア社内である程度の権力を

握り、エクゼクとして大成したトガウミは、さらな
る力を手に入れようと画策している。軍へのアプ
ローチ。コロミヤを政治家として祀り上げ手に入れ
る権力。そして、思うがままに動かせる強力な私兵。 
　キャストたちは、兵隊を必要とするトガウミとコロ
ミヤが、レッドエリアのヒルコを拉致していく事件を
原因として、それぞれの理由からトガウミの野望に関
わることになる。キャストたちがトガウミを発見し打
ち倒し次第、アクトは終了する。

■クライマックスの条件
　プレイヤーたちが「トガウミのオフィス」を選択し
襲撃する。

オープニングフェイズ
Opening Phase

ＲＬ用テキスト
Txt 4 Ruler
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ていた。そいつは、聞いた限りの話ではすごく悲惨
な生まれだったのに、君には会うたびに笑いかけ挨
拶した。ある友人は、獣の毛が全身に生えていた。
そいつは、唯一無二の大切な人ってほどじゃないけ
れど、ヒルコになりたての頃の君に（まだ幼い君に）
それとなくいつも世話を焼いてくれた。ある友人は、
右手から先がなくなって、よくわからない不定形の
ぶよぶよになっていた。まだまだあどけない子供で、
誰もが世話を焼いてあげていて、そいつは笑顔でそ
れに答えていた。
　皆、皆、いなくなってしまった。
　一人や二人がいなくなることなら、ヒルコたちに
は日常茶飯事だ。けれど、その三人を超えて、周囲
のヒルコの子供たちは、明らかに数を減らしていた。
　『①ヒルコ』は、そのことについて、どうしたい？

（『①ヒルコ』の動機を聞く）
　そこに『①ヒルコ』が帰ってくる。『①ヒルコ』は、

『②カゲ』を説得する。シーン終了。

◆結末
　『①ヒルコ』は、ポケットの中のなけなしの１シル
バーを取り出し、それを使うことにする。プレイヤー
側が拒否したら、この１シルバのくだりはなくしても
よい。

●オープニング３：怪人
シーンプレイヤー：『③トーキー』

登場：不可

◆解説
　『③トーキー』に、上司が「巷を騒がしている怪人
を追ってくれ」と依頼する。「怪人がヒルコを狩って
いる」という噂ではなく、「怪人が出た」という噂だ
けを、『③トーキー』はここでは認識する。

◆描写
　時期は現在。君は大きな仕事を終えたあと、君の
所属するオフィスで、君の上司に呼び出された。
▼セリフ：『③トーキー』の上司

「まずはお疲れ様だ。早速次の事件についてなんだが、

お前は【ストリートの怪人】のことを知っているか？」

「なんでもチアガールで学ランでパンツスーツな怪人、

だそうだ。完全にイカれちまってる都市伝説だが、わ

りと各種ＳＮＳでもその話で持ちきりだ。この話の裏

が取れれば、きっとうちにとってプラスになる。お前

にやってほしい」

「そうか！　頼むよ。頼りにしている」

◆結末
　さてどうしようかと思いながら歩いていると、唐突
に目の前に、【メルクマール】の IANUS 連動音声付き
広告が表示された。

　君は懐かしさを感じた。それはかつて君がプレイし
ていた、IANUS 直結体感型インターネットゲームだっ
た。
　上司は君に取材費として１ゴールドを与えた。

●オープニング４：オーバードライブされたシナリオ
シーンプレイヤー：『④カブト』

登場：不可

◆解説
　『④カブト』に上司が、ヒルコ狩りを止めることか、
あるいはこの会社の利害に関わらないことの論拠か根
拠の提出を命じた。

◆描写
　時期は現在。君は家で待機していたところ、上司
に呼び出され、君の机がない広く慌ただしいオフィ
スで、机に座った昔なじみの上司から命令を貰って
いる。

「巷ではヒルコがどんどん姿を消しているという。
なんらかの会社のなんらかの動きかもしれないし、
そうじゃないかもしれない。ただ、戦闘にはなりそ
うだ」

「戦闘ができ、（ニューロの心得もある、など適当に）
お前が適任だ。背後を洗え。誰を使っても構わん」

「さっさと仕事をしろ、お前は仕事をすることしか
できないのだからな」
　君は雇われのカブトとして仕事を始める。

「そうだ、これを持っていけ」
　君は小さな黒いお守りのような機械を渡される。

「新製品の試作品だ。【インヴァルネラブル・オーバー
ドライブ】とかいうコードネームがついている。実
践データが欲しいんだそうだ。お守り代わりに持っ
ていけ。邪魔なら誰にも拾われないように捨てろ」
　君はそれを受け取ってもいいし、受け取らなくて
もいい。

◆処理
　システム「インヴァルネラブル・オーバードライブ」
を開放するかどうかはここで『④カブト』に決めても
らう。

◆結末
　上司は君に費用として１プラチナムを与えた。また、

【ヒルコ狩り（企業側の視点）】が開放される。
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●イベント１：世界の果て
条件：ある研究員のアドレスを訪ねる。

SR：グリーン

◆解説
　堕胎児事件の顛末について知る。現在の BIOS にそ
の余力はないと思われる。

◆描写
　君はグリーンエリアの小奇麗な集合住宅の玄関前
に来た。

（アポイントメントは取っているか？　と PC に聞
き、取っている場合）「いらっしゃいませ」受け応
えたのはヒルコの少女だった。「『②カゲ』さんです
ね、中へどうぞ」

（取っていない場合）「……どなたですか？」少し警
戒しながら受け応えたのは幼いヒルコの少女だっ
た。少女は追い返そうとするが、中にいる３０前後
の男が君たちの会話の中のヒルコという言葉には食
い付き中に招く。
　男はヒルコの少女を下がらせて、茶を出した。
▼セリフ：男

「堕胎児事件についてか。すごく不愉快な事件だった。

僕は僕の技術に敬意を示してちゃんとした給料で引き

抜いてくれたBIOS社にそれなりに忠誠を誓っていた

んだ。だけど、ある時、だんだんと周囲の価値観が歪

み始めたことに気付いた。なんというか、抗えないん

だよ。今思えば、多分何かの特別な技術だったのかも

しれない。これ以上の技術革新のためには、もうモニ

ターを募るだけじゃダメなんだ、生きたヒルコを、い

くらでも使い潰せるヒルコを、用意しなければならな

い、絶対に、と、誰もがいつの間にか思っていた。そ

してそのことに、僕自身すら気付けなかったんだ」

「やがて山のように少年少女の肢体が積み重なった時、

そして彼女が怯えた目を僕に向けた時、やっと目が覚

めた。目の前の惨状は何だって。何かしなければなら

ないという気分になったんだ。そこで僕はトーキーの

知り合いやニューロのコネを使って、何とかBIOSと

戦ったのさ。……なんて、本当に誇らしく『戦ったの

さ』とか言いたいなら、そもそも始まりの地点で自制

を効かせなければダメだったんだけどね」

「堕胎児事件の顛末はこんな感じだ。ほかになにか聞

きたいことはあるかい？」

（ヒルコ狩りについて）「知っている。あの子は心を痛

めているよ。僕は……何かを思う資格はないと思って

いる」

（ヒルコの少女は性別を変えられるか、という質問に

対して）「……。質問の意図がよく分からないが、繁

殖の役割的な意味なら無理だ。外見なら変えられるよ。

たとえば彼女なら簡単だ。彼女は僕が魔改造してある。

BIOS社にいた時に、色々なものを勝手に使ってね。逃

亡できたのも彼女という武力があったからだ。彼女に

出来ないことはない。彼女は最強のヒルコだよ（誇ら

しげに）。代わりに、ちょっと大食いになっちゃった

けどね。そこも可愛いものさ」

（BIOS社を疑っているようなことを言われる）「ああ、

確かにBIOSならやりかねないね。今のBIOSがどうか

まではわからないけど……昔の友人とも、連絡が取り

づらいからね。一応、当時の情報についてのファイル

をひと通りまとめてあとで送るよ」

（少女に何か不審な点はないかと聞かれる）「そうだね。

彼女は……多分……（ちらっと、遠めの声が聞こえな

い場所で待機していたヒルコの少女を見てから、声を

潜めて）今も戦っているんだ。BIOSの追手とね。たま

に室内が荒れているし、たまに血の臭いがすることま

である。……僕から見て、それらしいものはそれくら

いかな」

（二人はどういう関係か？　と聞かれる）「彼女は僕に

とって特別な人だ」

（帰る）「またいつでも来てくれ。おーい、お客様がお

帰りだ。見送ってくれないか？」

◆結末
　玄関先で、ヒルコの少女が

「どういう話があったかはわかりませんが、今こうし
て私がおだやかに生きていけるのは、あの人が助けて
くれたからです。そして私もかつての同胞を助けたい
と思う。いつでもここへ来て下さい」と言い、PC が
何らかの反応をして、シーン終了。

◆処理
　舞台裏で、BIOS 社を犯人と断定し襲撃するための
アドレスを入手。また、以降、ある研究員のアドレス
を襲撃可。

リサーチフェイズ
Research Phase

あるヒルコの少女

――「彼女に出来ないことはない。彼女は最強のヒルコだよ」
　一度大好きな人との未来を選びとったヒルコ。強い。

▼データ
〈隠密〉３　〈白兵〉４　〈射撃〉４　〈回避〉４　〈生体アンテナ〉４　
〈鱗の王〉３　〈牙の王〉３　〈瞬間適応〉１　〈透明化〉３　〈カメレオン〉２
〈再生レベル〉４　〈咆哮〉３　〈守りの強酸〉４　〈乱振〉１　〈獣の気〉２
〈領域〉３　〈環境適応体〉１　〈インビジブルレベル〉１　〈貫通撃〉３
〈守護本能〉１
AGITO　生体武器：爪　生体武器：銃　ネクタール：好きな場所　B&G　
アンチボディ　キメラウイング　

ヒルコ◎●＝ヒルコ＝ヒルコ
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●イベント２：遠い夜空
条件：目撃者E2のアドレスを訪ねる。

SR：レッド

◆解説
　目撃者 E2 に、誘拐事件の話を聞く。PC に、夜に
行くか昼に行くか、と聞くこと。

◆描写
　まず昼に行くか夜に行くか PC に聞く。理屈を聞か
れたら、ヒルコは夜行性であるが、夜のレッドエリア
は無関係な戦闘が起こる危険性が増すためと答える。
　昼に行く。廃墟で、E2 は君を待っていた。

「やー、懐かしいね。元気してた？　皆皆、いなく
なっちゃってさ。突然連絡が来た時はびっくりした
よ。息をひそめて生き残ってたたかいがあったって
もんだ」

「誘拐事件ね。思い出したくもないけど」
「夜、いつもみたいに店の残飯をあさろうと思った
んだ。君も知ってる通り、私には親友がいてね。ま
あ親友っていうか生きるための相棒って言うような
かんじだったんだけど、とにかく一緒に行動してい
た。けど、いつもの場所を回しているときに、突然、

『変な匂いがする』って言い出して。見てくる、っ
て言って、まあ警戒するのは悪いことじゃないから
さ、わかった、って答えて。でも、全然戻ってこな
くてさ。私も一緒に行けば良かったんだろうなあ、っ
てずっと思うよ」

「他に何か聞きたいことある？」
（変な匂いについて聞く）「さあ？　よくわからない
けど……メスなのに、オスの匂いだ、って。意味は
さっぱりわからないけど……犯人のことなのかな。
意味はさっぱりわからないけど」

「そっか。私も借りが返せるなら一緒に行きたいけ
ど、最近怖いんだ。どうも、私も狙われている気が
する。また会えたらまた話をしようね。ストリート
暮らし脱出、羨ましいな」
　PC が何らかの反応をして、シーン終了。
　夜に行く。
　連絡のあった地点に到着したが、そこには既に誰
もいなかった。
(『①ヒルコ』のみ ) よく分からないけど、きっと
ヒルコ狩りだ。
(『①ヒルコ』と『③トーキー』が合流済み )PC が
周りを調査すると、ここにいたヒルコが怪人に攫わ
れたことが、なんらかの形で判明する。
　怪人の目撃情報はいつもの通り、大きく三パター
ンに分かれている。
　PC が何らかの反応をして、シーン終了。

◆結末
　プレイヤーが昼を選んでも夜選んでも、このシーン
が終わったら、E2 は消息不明になる。

●イベント３：カーライルの参考人
条件：カーライルの工作員のアドレスを訪ねる。

◆解説
　メルクマールについての噂を知る。

◆描写
　君は薄暗くさびれたバーに着いた。名前の無い、
誰も知らないようなバーだ。そこにはもうレッガー
が到着していた。服飾は地味だが評判のいいブラン
ドのスーツで、全身から常に抑えきれない危険な雰
囲気を発している。
▼セリフ：レッガー
「よお『④カブト』。メルクマールの買収と、そこらへ

んのカーライルの内部事情について聞きたいってな」

「まあ、アレだ、いつもの通り、ぼかすような言い方

しかできねえぞ。俺が（『④カブト』の所属企業）の

情報がほしい時のそっちもそうなんだから、おあいこ

だよな」

「そもそもカーライルは、特にメルクマールについて

は何も思ってないんだよなあ。大体出来の良いオモ

チャとしかメルクマールを思っていない。本当は世界

を二倍にするってことは、市場の規模も二倍にするっ

てことなんだが……ま、多分トップのトップはへえ、

メルクマール、面白いなこれ、くらいは思ってるとは

思う。が、多分あの様子では現場監督くらいはどうで

もいいと思っているだろう。黒い噂は立ちようがない

な」

「で、あるとすれば逆にメルクマール社自体が怪しい

んだ。あそこに、実は実行部隊みたいなのがついてき

たんだよな、意外にも。質は悪くない。明らかに、ジョー

クで付けたってレベルではない」

「もう一度【メルクマール社の非合法的な噂】を徹底

的に洗ってみることをオススメすらぁ。我々はとりあ

えず、よくわからんわ。そもそもカーライルシンジゲー

トとメルクマール社を買収した某企業に関わりあいは

ございません、だ。メルクマールを【買収しようとし

ている会社】があってよ、上は売る気まんまんだ、そ

うなりゃもはや我々とも関係ねえ」

そして、何かを書いて、わざとらしくその紙を落とす。

「っと、落し物をしてしまったな。今度俺に届けてく

れや。無論他の誰にも見せるなよ？　用が済んだら

さっさと燃やせ」

◆結末
　PC が何らかの反応をして、シーン終了。

（E2）

▼設定
「はー、お月様が眩しいなあ。今日は何かいいことありそうだー！」
　かつて『①ヒルコ』と同じ共同体で暮らしていたヒルコ。

ヒルコ◎、ミストレス●、カブト
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●イベント５：讃える歌
条件：E1の診療所に『①ヒルコ』が行く。

SR：レッド

◆解説
　『①ヒルコ』が治療される。

◆描写
　E1 の診療所へ行くと、いきなり『①ヒルコ』が
拘束された。

「やあ、君が『②カゲ』の恋人か。少し用があってね。
何、痛いことはしない。少し、麻酔で眠って、手術
台の上に立って貰うだけだよ。嫌なら攻撃しても構
わないけど、私は強いよ？」
　プレイヤーの反応を待つ。

（攻撃した場合）《電脳神》で拘束。まだまだ E1 に
手札はあるというようなことを言って、怪しいと思
わせつつも、神業は使わせないようにやんわり誘導
する。

「さて、それじゃあ痛かったら右手を上げてね。眠っ
てるから上げられないとは思うけどね」という声が
手術室の中から聞こえる。
しばらくして、手術室の中から E1 が出てくる。か
らからと『①ヒルコ』の乗ったベッドが出てくる。
▼セリフ：E1
「読んだ通りだ。君の恋人、頭の中に面白い機械を入

れる癖があるみたいだ。ハイテクなやつだね。多分テ

ラウェア社製かな。面白いことに、誰かが彼女の快不

快をいつでも調整できたみたいだね。ぽちっとボタン

を押せば超強烈な夢見心地で、ぽちっとボタンを押せ

ばこの世すべての反吐をかき集めたような不快が彼女

を襲ったんだ。あれはどんなに一本気の通ったやつで

も抗えないと思うね。ストリート流の何かのプレイか

な？　ま、私の開発したタイムリーな検査機器にかか

れば、チープな技術だったけれどね」

「まあ実際こういうヒルコは多いんだ。ほら、マグロ

にGPSをつけて生態調査みたいなのってあるだろう？

　レッドエリアのヒルコは、三割程度が寝てる間に何

か仕込まれてるのさ。僕の『②カゲ』とその恋人に、

何かあっちゃまずいと思ってね」

「そういえば、麻酔から覚醒しかけのとき、彼女は繰

り返し何かのフレーズをサミングで歌っていた。録音

しておいたから、【『①ヒルコ』の覚えていたフレーズ】

を調べれば、何か今君がやりたいことが見つかるん

じゃないかな、と思う」

「頑張るんだよ、『②カゲ』」

◆結末
　PC が何らかの反応をして、シーン終了。

●イベント４：とあるメディアの参考人
条件：あるトーキーのアドレスを訪ねる。

◆解説
　ある役員についての噂を知る。

◆描写
　君は評判のよい間接照明の上品に効いたバーに着
いた。そこにはもうトーキーが到着していた。出で
立ちはロングに帽子で、若々しい。実年齢は三十を
過ぎているが、何も言われなければ、そして着てい
るモノが実はちゃんとしたブランドであると見抜け
なければ、二十以下と思い込む人間すらいるかもし
れない。
▼セリフ：あるトーキー

「やっ、元気？（『④カブト』とハイタッチを交わす）

　テラウェアのことについて私に頼ったのは正解だ

よ。情報産業で私に勝る人間はこの業界にはいないよ。

たぶんね」

「新役員のことについて、か。アレノ・トガウミくん

だね。技術系の即戦力として中途採用でテラウェアに

入っていき、めきめきと頭角を表した期待の新人だね。

期待のっていうのは、黒い噂的な意味で」

（黒い噂の具体的内容）「さー。いろいろ競合相手が消

えちゃったりしたみたいだね。あんまり具体的な内容

には意味はないとは思うね。役員クラスなら誰でも、

黒い噂は流れるよ。重要なのは、別の役員とか同業他

社とかと比べてどのくらい黒い噂の量と質があるかだ

よ。その意味でトガウミくんはすっごい怪しさはある

ね。何をやってても驚かないね」

（トガウミが頭角を現した時期について質問される）

「いや、えっとね。待ってね。……一ヶ月前くらいか

な？」

（「技術系の」についての詳細）「中途採用の技術者枠

……というかな。まあアレだよ。経験者のみ募集とい

う名の、奴隷募集。よくあるよね」

（トガウミとラブドの関係性）「二人なんだけど……こ

れは裏のない情報だから、参考程度に。多分、ラブド

さんがトガウミくんの秘書だと思う。論拠は、こっち

は裏が取れている情報だけど、二人が同じオフィスに

出入りしていることと、二人が同時期から勤務を始め

ていること。トガウミくんの急成長は、ラブドさんを

通じて政府や軍と繋がった結果ではないか……な？　

なんてね。ほんとのところはわからないけど」

（一つ以上の質問をした場合、別れ際に）「そんなに怪

しいなら、突撃取材をしてみるんだね」トガウミのオ

フィスのアドレスを入手。

◆結末
　PC が何らかの反応をして、シーン終了。
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(*2) 追伸について
　以下プレイヤーには説明不
要。この字はラブドのもの。ト
ガウミから情報収集を任された
ラブドはすでに（姫プレイヤー）
の身元にたどり着いているが、
今はまだ目標の途中ということ
で、トガウミへ情報を伝えずに
止めている。

て体感ゲーム技術を発達させようとする欲望は肥大
して、ヤバイ奴らに斡旋を頼んで、いつしかコネは
きっちりしたものになって、そいつらの中から何人
かを雇い始めて、メルクマール社は武力を持った。
それが間違いだったんだろうなあ、変なレッガーに
目をつけられてしまった。僕は最初からのメンバー
だけど、いつからか最初のメンバーは僕だけになっ
てしまった」

「うちの会社はもう終わりだ。メルクマールの空も、
すでに夕方が来て、夜になってしまっている。僕も
今でも逃げたい。ただ、過去はどこまでも追ってく
る。殺してくれて構わないよ。ここには何も無いの
だから」
　PC の反応を待つ。
▼セリフ：スーツ男
殺す場合「楽しかったなぁ……そして……ごめんな

……」

殺さなかった場合「そうか。……まあ、死ぬことだけ

が贖罪ではないということなのかな……」

◆結末
　すべてが終わったあとに、クーデグラによる襲撃

（「棺」によるもの）。かわすと、別の方向から、紙で
石を包んだ原始的な矢文が飛んでくる。紙には「はず
れ（笑）　クロマクより」（一回目の場合、別の筆跡で

「（姫プレイヤー）は今すぐに手を引いて下さい」と書
いてある）。

●イベント８：前科者
条件：BIOS社を犯人と断定し襲撃するためのアドレ

スを襲撃する。

◆描写
　BIOS 本社の双子ビルを舞台に暴れまわる君たち
を止めに、連絡通路の大きな廊下で責任者が現れる。

「やれやれ、巷を賑やかすヒルコ狩りですか。確か
に私共はそういうことをやっていた時期もありまし
たが、もうそういうことをやる体力がないというの
が本音ですよ」

「とはいえ、それだけじゃ引き下がってくれそうに
ありませんね。皆さん！　出番ですよ！」
　トループだ！　口々に「客のつまみ出しか！　退
屈な仕事だ」「が、一時期のクソみてえな仕事より
マシだな」と言いあっている。
　レベル９カタナトループ（１６人）×２との戦い。
勝った場合「うちの精鋭が……全滅ですか……」「と
はいえ、本当に何も無いのですが……」「とりあえず、
まあ拘束なりなんなりしてください。ただ、この会
社を滅ぼされてはたまらない。まだこちらにも手札
はありますが、貴方達は、それと比肩しうるようだ。
破壊は行わないように、気が済むまで調査していた

●イベント６：未だ選び続ける者から
条件：ある研究員のアドレスを襲撃する。

◆描写
　時間帯を選ばせて、適当に襲撃させる。夜だろう
と暁だろうと、ヒルコの少女は起きている。
　窓を音を立てないように割ると、ヒルコの少女が
リビングにすでに座っている。誰かの殺気を動物的
な勘で察知して、起きていたのだ。

「貴方達でしたか」微妙な顔をする。この場合は過
去が追ってきたというのかなぁ、と溜息をつく。

「……誤解です、と言っても無駄でしょうね。貴方
達は信念を持ってここに来たわけだ。ならば私もそ
れに応えます。あの人のために、過去と、戦い、打
ち克ってみせる」
　あるヒルコの少女（ヒルコ＝ヒルコ＝ヒルコ◎●）
と戦闘。

◆結末
　勝った場合「……負けました。どうぞ、好きにし
てください。あの人は、戦闘は何もできません。彼
の拘束もお願いします。数ヶ月に一回くらいは襲撃
がありますから、ここに残すことはできません。そ
して事件の真相が判明したら、私たちを釈放して下
さい。殺すなら、……自決の猶予を下さい」
　PC の反応を待つ。
　逃げる場合「……あれ？　フェイントですか？　
……あのですね。……まあいいです」
　どの場合でも、最後に「なぜ私が疑われたかにつ
いてですが。多分貴方と思っているのとは違い、私
は特にヒルコを食べる必要とか、ヒルコを攫う趣味
とかはありません。私はほとんど普通の人間と同じ
です。ただ、ちょっと変な過去があるだけです。少
なくともあの人は、私にそう言ってくれました」
　すべてが終わったあとに、達成値15の射撃攻撃（「棺」
によるもの。命中次第ダメージカードを用いてカット
進行中のように判定する）の襲撃。かわすと、別の方
向から、紙で石を包んだ原始的な矢文が飛んでくる。
紙には「はずれ（笑）　クロマクより」（一回目の場合、
別の筆跡で「（姫プレイヤー）は今すぐに手を引いて
下さい」と書いてある）(*2)

●イベント７：メルクマールの夕暮れ
条件：メルクマール社オフィスのアドレスを襲撃する。

◆描写
　君たちがそのオフィスに潜入すると、そのオフィ
スは空っぽだった。机が一つだけあって、そこに中
年でスマートな出で立ちのスーツ男が座っている。

「ここには、何もないよ。かつてはここは確かにメ
ルクマール社の工作部隊の城だった。外の奴は今で
もそうだと信じているけどね。ヒルコ達を参考にし
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たのは、消え行く前のわずかな意識によって生まれ
た、助けを求める小さな声。
　プレイヤーに助けに入るかどうかの選択を迫る。
どっちかを選んだ場合、本当にそっちの選択肢でい
いのか、少し揺さぶる。

（『④カブト』が助けに入らなかった場合で、怪人の
姿を確認した場合）

『④カブト』は、注意深く怪人の姿を視認する。熟
練の工作員である『④カブト』は、問題なく怪人の
姿を確認した。
その正体は、（山札から一枚カードをめくり）偶数：
パンツスーツの女　奇数：チアガール　偶奇の絵札：
学ランを着た男

（『④カブト』が助けに入らなかった場合）
　隠密判定 15。失敗した場合気付かれる。戦闘は
起こらず、《神の御言葉》を食らう。成功した場合
何も起こらず。
　抵抗した場合そのまま戦闘。抵抗できなかった場
合『④カブト』は死亡し E2 は消息不明になる。

（『④カブト』が助けに入った場合）
「たすけ……」
「（『④カブト』のＲＰ）」
「王子様気取りか、カブト」
　その怪人の容貌は、月明かりに照らされて分かる
だけだ。学ランを拘束具のように右手にはめている、
上半身がチアガールで、下半身がスラックスの、男？
　女？　間近で見ても性別がはっきりとは分からな
い。分かるのは目鼻のはっきりした美形であること
だ。
　そして、何らかの不思議な力を感じる。目撃証言
がばらついたのは、この力とこの容貌によってだろ
う（ペルソナ判明）。

「……」
　周囲に殺意が充満している。
　怪人ヒルコ狩り（パラメーターはラブド・コロミ
ヤ）と戦闘開始。
　即死系神業を使用した場合、『④カブト』に警告
してから、それでも即死系神業を使った場合、洗脳
されたＥ２が神業を使って身代わりになる。

（勝利した（有効なダメージを与えた）場合）
「……なるほど、大したパラディンだ」ヒルコ狩り
はこう呟き敗走。追おうとした場合神業ゴスペル
or トガウミの買収等を発動。

「……あっ、ありが、と……」
　以下裁量で適当に。
　イベント２で昼行った場合に手に入る情報を明か
しても良い。

だければと思います」
　調査。達成値で 12、15、18。どれを出しても

「特に何もなかった」と答える。謝罪して BIOS 社
を後にする。賠償費用等は適当に。
　負けた場合「二度と来んじゃねえぞ」と言われ、
つまみ出される。ある程度以上の社会ダメージ。

◆結末
　すべてが終わったあとに、達成値18の射撃攻撃（「棺」
によるもの。命中次第ダメージカードを用いてカット
進行中のように判定する）の襲撃。かわすと、別の方
向から、紙で石を包んだ原始的な矢文が飛んでくる。
　紙には「はずれ（笑）　クロマクより」（一回目の場
合、別の筆跡で「（姫プレイヤー）は今すぐに手を引
いて下さい」と書いてある）。

●イベント９：お茶とお菓子（おいしい）
条件：ある研究員のアドレスを再度訪ねる。

SR：グリーン

◆描写
（襲撃していない場合）
「こんにちは、いらっしゃい。事件の進捗はどうで
すか？　あの人はお仕事で出ておりますけど……
今、お茶を淹れますね。美味しい茶菓子もあります
よ」
　ヒルコの少女の歓待を受け、シーン終了。

（すでに襲撃した場合）
RL の裁量で適当に。

●イベント１０：ヒルコ護衛戦
条件：『①ヒルコ』と合流後、『①ヒルコ』と別行動を

取っている状態で、イベント２が発生した後、現場を

張るを選択で時間軸がずれて発動。『④カブト』ただ

一人しかこのイベントに参加できない。

シーンプレイヤー：『④カブト』

◆描写
　君は『①ヒルコ』からの話を聞いて、E2 に張り
付いた。君が怪人なら、絶対にこいつを狙うと思っ
たからだ。
　夜のレッドエリアの、汚い廃墟ビルの片隅で眠る
E2 の側で、君は（『④カブト』の好きな食べ物で、
音の立たないもの）を食べながら潜伏している。
　君は（気づけばうとうとと居眠り / か『④カブト』
らしい行動）をしていたが、響く足音で即座にカブ
トの本能から戦闘体勢に入った。

「ひっ、くぁっ……」上がりかけた E2 の悲鳴は、（お
そらく）怪人による一瞬の精神洗浄によって即消え
た。

「……たすけて……『①ヒルコ』……」あとに残っ
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（敗北した（無力化された）場合）
「弱いな……それでは少ないを守りぬくかっこいい
男らしいパラディンにはなれないぞ？」
　怪人が男とも女ともわからない声でつぶやく。
　E2 が連れ去られる。

●イベント１１：行進曲
条件：ケモセラピーの次の集会場所のアドレスを尋ね

る。

SR：グリーン

◆解説
　ケモセラピー内部でも、ヒルコ狩りが行われていた。
怪人に関係あるかは不明。そして氷の静謐の工作員に
牽制される。もう来るな、と。

◆描写
　君はグリーンエリアの街なかの、どこにでもある
ような、市有の集会所の中に足を踏み入れた。
　入口で詰めているおばさんは特に君たちの風貌を
問題視するようなことはなく、貴方たちも新入り？
　お互い大変だったわねえ、と極普通の仲間意識を
向けてくる。
　しかし、「「「「「殺せっ！」」」」」会場に足を踏み入
れた瞬間、吹き上がるような怒号が君たちを包んだ。
中年の男女の声だ。腕の良いニューロが、良質なタッ
プの演算機能を以て逆位相の音をぶつけることで、
消音しているのだ。

「では、次回のダンザイの段取りをお話する前に、
毎回のことではありますが、執行者のご挨拶を頂こ
うと思います」
　仮面を付けた、五人ほどの男女が、司会者の隣ま
で歩き、軽く挨拶を始めた。名前はどれもコードネー
ムだ。薬品の名前らしい。

「私はマクロライド八です。世界に存在するヒルコ
という害虫は存在自体が許されない最悪の害悪で
す。わたくしが、皆様の力を化学力を用いて、一人
ずつ駆除してまいります！」
　マクロライド八と名乗った女性の声は若かった。
若さに溢れた勇ましい言葉を受けて、観客たちは惜
しみない拍手を送った。

「こんにちは、皆さん」
　自己紹介が進む中、女性が声をかけてきた。見た
目年齢は社会人数年生という感じで、服装はスーツ
をイメージしたと思われるカジュアルなものだ。
　〈社会：ストリート〉か〈社会：Ｎ◎ＶＡ〉で目
標値 15 で、彼女は氷の静謐の一員としてそれなり
に名が通っている工作員【E3】であることがわかる。

「次もここで集会を行います、ぜひともまたいらし
てください。……その前に、あなた方の大切な人を、
ヒルコに殺させるプロセスが必要みたいですが」

　ただの挨拶という感じではない。彼女は君たちを
威圧しに来たのだ。お前たちが望まれない客である
ことは分かっている。舐めた真似をすると消す、と。

◆結末
　PC が何らかの反応をしてシーン終了。
　ケモセラピーの次の集会場所のアドレスを入手。襲
撃可能。

●イベント１２：誘導された選択
条件：ケモセラピーの次の集会場所のアドレスを襲撃

する。または、イベント１１の最中に、襲撃を決意する。

◆描写
　君たちは前と同じ場所にいたが、今度は入口でス
トップがかかった。入口のおばさんも、何やらよく
わからない対応をするだけで、要領を得ない。

（何らかの手段で強制的に入ろうとした場合）
「ちょっと、待ってください、焦らないで下さいよっ」
（そのまま待っていた場合）「やれやれ、本当に来て
しまったのですか……」

「多分、私たちは、あなた達が追っている事件とは
違いますよ。私たちがやっているのは、難しいカブ
トやらフェイトやらが出張ってくるような事件じゃ
ない。イヌかヒルコと単純に武力でケンカ、死体は
そのまま放置。これが私たちの活動です」

「私たちはヒルコに大切な人間を殺された人間の集
まりでしてね。こんな感じで、お互いの傷を舐め合
いながら、ひとりでも多くこの世からヒルコの犠牲
者をなくすために、ヒルコを駆除して回っているの
です」

（復讐は良くない、という言葉に）「うるさい、死ね」
（ちゃんとしっかり考えたのか、という言葉に）「考
えた！　考えましたよ！　朝から晩まで、夜も眠れ
ないくらいに！　私の前には選択肢がありました。
いや、今も目の前にあり続けている。この世のヒル
コを一人残らず殺すか、すべてを忘れて、決着も付
けずにニコニコ笑って私だけ生きるか。私は復讐を
選択し続けますよ、この世界が終わるか、本当に同
一性を持った私の恋人があの腐れ害虫が土下座しな
がら復活した時までは！」

（襲撃をやめようとした場合）「おっと、逃がしませ
んよ」
　工作員はパチンと指を鳴らす。
　その瞬間、催眠暗示と精神掌握によって、会場の
人間全員が戦士と化す。
　ミストレストループレベル７の５０人（近）、マ
ヤカシトループレベル７（遠）の２２人と戦闘。

（倒した場合）君たちは会場の人間を皆殺しにした
が、肝心の工作員はどこにも見つからなかった。
　工作員本人にとってはともかく、上層部にとって
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(*3) 政府の妨害
　神業によって突破できるが、
単純に無意味なデータしか出て
こない、これは工作等ではなく
単純に隠しておいたほうがいい
かと誰かが思ったがプレイヤー
たちにとってはまったく関係が
ないため。

邪魔する必要はないが、一応ああ無視してもいいん
だなと思わせる）。
　だがそれ以上のことは何も分かりそうになかっ
た。政府の妨害が入っている。(*3)『③トーキー』
は熟練のトーキーとしての勘で気付いた。この捜査
は明らかに行き詰まっている。誰かと合流しなけれ
ば、コレ以上の情報は望めないのだ。（はっきり『③
トーキー』のプレイヤーに向けて言うこと）
　『③トーキー』と『④カブト』はこの場面で最後
まで合流しなくてもいいし合流しても解散していい
し合流してもいい。

●イベント15：メルクマールの空
条件：神業で情報収集【メルクマールの空】を開放する。

シーンプレイヤー：『③トーキー』

登場：超高達成値で可能ということにしてもよい。過

去の出来事なので。

◆描写
　メルクマール。ざあっと風が吹く草原の丘で、君
は綺麗なドレスを着ている。君は可愛い女の子だ。
現実でどういう見た目かには関わらず、あるいは現
実通りに、君はものすごい美人だ。着ているもの、
装備しているものはすべて課金装備だ。値段は高く
はないが、タダ同然ではもちろんない。メルクマー
ルの課金装備は性能は全く通常プレイの製品と変わ
らない。にも関わらず、君の装備は課金装備で固め
られていた。
　その理由は、君がいつも笑顔を振りまいていたか
らだ。そして適度に人を助け、カッコつけたい奴か
らの贈り物は、適度なものだけ断らなかった。いつ
しか君の周りにはユーザーとユーザーが集まって、
君は姫と呼ばれるタイプのプレイヤーとなった。
　その中でもとびきり君を崇拝していたのが目の前
の「パラディン」だ。パラディンは現実で言うタタ
ラとカブトとマヤカシを足して三で割ったようなこ
のゲーム中のスタイルだ。崇拝それ自体にしつこさ
はない。パラディンは端的に言って悪いやつではな
かった。が、あまりに君にのめり込むそのパラディ
ンに、君はどうにも心配になってしまった。まとも
な生活はできているのか？　君自身の安全も、ここ
まで崇拝が行き過ぎると不安になる。今日、君はこ
のパラディンと、なんとかして縁を切るつもりだ。

「（姫プレイヤー）、今日も素敵だよ」
「綺麗な空だね。それ以上に綺麗な姫と、この空を
眺められるなんて、僕はすごく嬉しいよ」

「綺麗っていうのはアバターのことじゃない。僕は
姫の人間性のことを言っているんだ。姫は透き通る
ように綺麗な人だ。僕は姫のためならなんでもする。
僕はきっと姫のために生まれてきたんだ。何かして

はトカゲの尻尾として使うことが前提だったのだろ
う、この組織にはどこにも上の方を辿る手がかりが
存在しなかった。

◆結末
　PC が何らかの反応をしてシーン終了。
　すべてが終わったあとに、達成値15の射撃攻撃（「棺」
によるもの。命中次第ダメージカードを用いてカット
進行中のように判定する）の襲撃。かわすと、別の方
向から、紙で石を包んだ原始的な矢文が飛んでくる。
紙には「はずれ（笑）　クロマクより」（一回目の場合、
別の筆跡で「（姫プレイヤー）は今すぐに手を引いて
下さい」と書いてある）。

●イベント１３：トイソルジャーズ・ライク・ア・ドラッグ
条件：E2が行方不明になっている状態で、E2の行方

の調査をしたいとプレイヤーが言いだした場合。

◆解説
　E2 を捜索し、追いかけるものの、ストリート中で
ヒルコの小隊の襲撃にあう。
　彼らは自我を失っている様子だった。
　彼らが名乗ったグループ名は、かつて（姫プレイ
ヤー）が所属していたギルドの名前だったことが（姫
プレイヤー）がいれば（姫プレイヤー）にのみ分かる。

●イベント１４：クロスロオド
条件：メルクマール社12とストリートの怪人7開放。

◆描写
　（電子図書館（本の形をしたものに IANUS が接
続できて、デジタルデータを取得できる施設）/ ブ
ラックハウンド資料室 / その他二人のＲＰ上都合の
いい情報施設）に、『③トーキー』と『④カブト』
がいる。
　二人はすれ違うタイミングで（つまり『③トー
キー』がヒルコ狩りを調べている時は『④カブト』
が怪人について調べて、『④カブト』がヒルコ狩り
を調べている時『③トーキー』が怪人について調べ
ている）調査を進め、はっきりと至る。怪人は、ヒ
ルコ狩りであり、ヒルコ狩りは、怪人なのだと。つ
まり、怪人を追うということはヒルコ狩りを追うと
いうことで、ヒルコ狩りを追うということは怪人を
追うということなのだ。
　なぜなら、目撃証言とヒルコが消える場所が大体
において被っているからだ（ちなみにこのことはあ
る程度調査を進めれば皆分かることで、大企業のエ
クゼク等は知っている）（「大体において」？と突っ
込まれたら、ヒルコの行方不明側のほうが多少多い
ため、わずかな別件が含まれているのだ、と答える。
わざわざミスリードされようとしてくれているのを
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◆ヒルコの行方不明事件
〈社会：ストリート、警察〉
7	 一ヶ月ほど前から、ヒルコが行方不明になる事

件が多発している。
10	 ヒルコの行方不明といえば、一年ほど前の、

【BIOS社】による【堕胎児事件】が記憶に新しい。
16	 音信不通になっていた『①ヒルコ』の友人とヒ

ルコネットワークを介して接触できた。彼女は
親友がヒルコ狩りにやられたために身を隠して
いたようだ。目撃者E2のアドレスを入手。

◆BIOS 社
〈社会：ストリート、企業〉
7	 ヒルコに近しい分野の科学開発を行っている会

社。
10　かつてはトップ企業だったが、今はその面影は

ない。依然一流企業ではある。過去、がむしゃ
らになって事件を起こし続けていた時期があ
る。

◆堕胎児事件
〈社会：ストリート、企業、警察〉
7	 BIOS社がアスリートにいるヒルコを次々と誘

拐した事件。世間的には当事者同士の和解が済
んだことになっている。

10	 実際は誘拐されたヒルコは研究目的で改造さ
れ、それによって前とは全く違う姿になったか
死亡したかしており、和解なんてものが成立す
るような事件ではなかった。

13	 解決したのはある研究員が一人のヒルコと一緒
に逃げ出したため。ある研究員のアドレスを入
手。

◆メルクマール
〈社会：メディア〉
5	 IANUS直結体感型インターネットゲーム。目

を閉じるだけで、剣と魔法の異世界へ遊びに行
くことができる。開発したのは【メルクマール
社（名前を適当に変えても良い）】。

7	 そこではこの世界と全く同じほどの自由度のこ
とができて、戦闘、農耕、はては結婚まで可能
だった。

10	 （姫プレイヤー）はこのことをもうあまり覚え
ていない。当時はハマりすぎてリアルがおろそ
かになっていて、そのことが恥ずかしくて体が
勝手に忘れようとしたのだ。

21	 （＋「空フラグ」）君は仲間の助けか君自身の本
気によって、それを思い出すことができる。【メ
ルクマールの空】。

ほしいことがあったら、言ってほしい。僕は大した
人間じゃないけど、姫のためだったら、人一人がで
きることくらいなら、なんでもできる自信があるん
だ」
　PC にこっぴどく振らせる。

（推奨：「君は君自身のためになることをやりなよ。
不安になるよ」系）「……わかったよ。姫。嬉しい
よ。姫が僕を気にかけてくれた。僕は、ほんとうに
自分のやりたいことをやる。探してみる。街中を子
供の頃からの思い出をさかのぼって。それがすべて
終わったら、姫、僕と結婚してくれないか？」
　PC の反応を待ち、どういう手段で記憶を蘇らせ
ていたのかはわからないが、現実に戻らせる。適当
な理由をつけて、この思い出こそが今の状況にぴっ
たり合っているのだということにする。シーン終了。

（単純な罵倒系）「なんで、そんなことを言うんだい？
　なんで、そんなことを言うんだ！？　姫ぇっ！　
いくらなんでも、酷すぎる……。何か、足りなかっ
たのかな」ぶつぶつと呟き始める。もはや何も話を
聞いていない。「そうだ……捧げるものが足りなかっ
たんだ……世界で一番捧げ物を多く捧げば、きっと
応えてくれる……世界だ……世界が……世界こそが
……」
　どういう手段で記憶を蘇らせていたのかはわから
ないが、現実に戻らせる。適当な理由をつけて、こ
の思い出こそが今の状況にぴったり合っているのだ
ということにする。シーン終了。

（他）RL の裁量で適当に。シーン終了。

■情報項目
　リサーチフェイズ開始時に調べることが出来る情報
項目は以下のとおり。

『①ヒルコ』『②カゲ』：E1、ヒルコ行方不明事件
『③トーキー』：ストリートの怪人、メルクマール
『④カブト』：ヒルコ狩り

◆E1
〈社会：ストリート、テクノロジー〉
7	 『②カゲ』の近所で医者をやっている。カネを

払うなら誰でも来い、と公言している。
13	 腕の良さもあって、実際にその通りになってい

る。倫理観がないわけではなく、よくないこと
をしている人間には、それとなく説教をしてい
るようだ。

16	 かつて、とある企業（ここを聞かれた場合、日
本軍の一組織と答えること辺りを勧める）の研
究員として、誰かを殺し、攫い、悪事を尽くし
ていた。

21	 ショタコン。
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(*4) 神業の計算
　フェアネスを意識する場合、
この神業は真犯人とは全く別の
集団が自分たちの利益のために
隠したものであり、真犯人の神
業は使用されていないと説明し
た方がいいかもしれない（シナ
リオ的に神業を使って隠蔽した
のはメルクマール社）。

かつ「チアガール」、かつ「パンツスーツの女」、
三つ全ての噂が同じくらいの密度で存在してお
り、同一の怪人について語っている。

10	 （『①ヒルコ』との合流）『①ヒルコ』のネットワー
クを捜索した結果、ほぼ目の前で親しい友人を
連れ去られた目撃者E2のアドレスを入手。

◆インヴァルネラブル・オーバードライブ
なんでも
1	 （行動回数消費なし）上司曰く、イワサキ社エ

ンジニアの渾身の作品。花粉を介して周囲の人
間のニューロンや IANUSを操作することで、
認識を外し、使用者の完全な生還を可能にする。
なお、完全な生還には、本人が以降物理的行動
を起こさないことも重要。たぶん会話するだけ
なら大体は大丈夫。信頼できる部署と人間が
作ったもの。

◆ヒルコ狩り（企業側の視点）
〈社会：企業〉
7	 一ヶ月ほど前から、ヒルコが行方不明になる事

件が多発している。証拠等はほとんど残ってい
ない。ある程度警戒されたレッドエリアの犯罪
は、誰にも止められない。

10	 ヒルコの行方不明といえば、何を隠そううちの
会社も、よく手頃なのを拉致ってきて、いろい
ろなことに使っている。

13	 率直に言って、ヒルコはコマとしても実験体と
しても優秀だ。【ヒルコ狩りの手口】を考察し
てみるのもいいかもしれない。あとは、【ヒル
コ狩り狩り】、だ！

◆ヒルコ狩りの手口
〈社会：企業〉
7	 まず、レッドエリアに住むヒルコを、証拠を残

さず殺害する理由はあまりない。そういう趣味
なのかもしれないが、ヒルコを利用したい大企
業が跋扈するトーキョーでは、趣味と考えるよ
りは誰かがそうする理由があると考えるのがま
ず自然だ。

10　夜に集中しているのはヒルコの主な活動時間帯
が夜であることから道理だ。（＋『①ヒルコ』
との合流）現場には格闘跡すら見当たらないた
め、精神攻撃を活用しているのだろうか。

13　何らかの方法で人間関係を探り、一つのコミュ
ニティを根こそぎ拉致しているようだ。確かに
この方法なら残ったヒルコに対処されることは
なく効率的だ。

◆メルクマールの空
0	 なぜか当時のことをどうしても思い出すことが

できない。記憶をすべて洗えるような、特別な
力が必要だ。

神業	 イベント、「メルクマールの空」開始。

◆メルクマール社
〈社会：メディア、企業〉
5	 メルクマールの開発によって一世を風靡した会

社。法人格を取得したのはメルクマールが軌道
に乗った後。流行った理由は基本無料で良心的
なビジネスモデル。

7	 カーライルシンジゲートの関連企業によって買
収された今は、だんだんとメルクマールそれ自
体が阿漕な商売へと変貌しつつあり、それに反
発してユーザーが減り、だからもっとお金を搾
り取ろうとする、負のスパイラルが生じている。

12	 非合法的な噂もちらほら。その中にはヒルコと
いう単語も。（『④カブト』がいる場合、上司の
コネを通じ）カーライルの工作員のアドレスを
入手。

◆メルクマール社の非合法的な噂
〈社会：メディア、ストリート〉
7	 利用者はＩＤアドレス（この世界のＩＰアドレ

ス）が抜かれている。
9	 開発チームは残業月３００時間を超えている。
11	 ヒルコを開発に使った。
13	 競合他社は特殊部隊が破壊工作で制圧してい

る。
16	 神業を使えば分かるかもしれないが、そもそも

あの工作員が適当なことを言っただけかもしれ
ない。

神業	 メルクマール社は過去、体感システムの開発に
ヒルコを用いた。(*4)

◆カーライルのレッガーが落とした紙
〈社会：メディア、ストリート、企業〉
9	 メルクマール社のオフィスだ。メルクマール社

のあるオフィスのアドレスを入手。
13	 どうも不自然だ。偽装に偽装を重ねられている

が、普通のオフィスとは、物と金の流れが違い
すぎる。中で何の仕事が行われているのか、さっ
ぱりわからない。（どういうふうに違うのか、
と聞かれたら）物と金の流れが極端に少ない。

◆ストリートの怪人
〈社会：メディア、ストリート〉
7	 ストリートに出没して、夜な夜なヒルコを攫っ

ている。という噂。外見は、「学ランを着た男」、
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(*5) 神業の計算２
　フェアネスを意識する場合、
この神業は真犯人とは全く別の
集団が自分たちの利益のために
隠したものであり、真犯人の神
業は使用されていないと説明し
た方がいいかもしれない（シナ
リオ的に神業を使って隠蔽した
のはテラウェア社）

(*6) トガウミがメルクマール
社を買い取ろうとした理由
　メルクマールというゲームを
終わらせないためと、ついでに
いつか世界を征服した末に、姫
を探す時に使うため。

13　美人で巨乳だが、ネット上では政治家としての
演出としての、整形手術による胸囲ではないか
と言われている。本物説も根強く、論争が激し
い。キャッチフレーズは、「少ないを、応援する」。
彼女か彼が力を握ればヒルコは大きく暮らしや
すくなるだろう。むろん、裏がないとも限らな
い。

16　【テラウェア社】のある役員の秘書を、実は兼任
している。

◆買収しようとしている会社
〈社会：メディア、企業〉
7	 チハヤではないか、と言われている。
10	 他所では全く別のゲーム会社ではないかと言わ

れている。
13	 真偽は不明。神業を使えば分かるかもしれない

が、そもそもあの工作員が適当なことを言った
だけかもしれない。

神業	 買収しようとしているのは【テラウェア社】だ。
(*6)トガウミ18開放済の場合空フラグa。

◆テラウェア社
〈社会：メディア、企業、テクノロジー〉
7	 ある天才が立ち上げた会社。今はその面影もな

く、巨大な会社機構と化している。
10	 北米流の強引な買収、強引な引き抜きの他に、

【ナンバーズ】と呼ばれる非合法部隊があらゆ
る不可能を可能とする。ヒルコを何に使うかは
分からないが、とりあえず今一番なにかをやら
かしそうなのはここ。

13	 最近出世によって急激に頭角を現した若い役員
がいる。彼もまた、ヒルコとの関わりが強いよ
うだ。

18	 その役員の名前は、アレノ・【トガウミ】。

◆トガウミ
〈社会：メディア、企業〉
12	 忠実で優れた私兵と、政界にまで食い込む広い

情報網によって、テラウェアの出世街道を駆け
上った青年。変な髪型で有名。

15	 私兵はエクゼクなら誰もが持っているが、彼の
私兵はヒルコが多く特徴的。（＋『③トーキー』
との合流）ウェア事情全般に詳しいあるトー
キーのアドレスを入手。

18	 （＋買収しようとしている会社の神業情報開放）
メルクマール社の買収を提案した。空フラグa。
ab両方揃ったら空フラグ。

◆ヒルコ狩り狩り
〈社会：ストリート、企業〉
5	 よし、現場を張ろう。特殊イベント「現場を張

る」開放。内容は何もなし。アンパンを食べる
だけ。『①ヒルコ』と合流後、『①ヒルコ』と別
行動を取っている状態で、イベント２が発生し
た場合、これをもう一度調べることで特殊イベ
ント発動。

7	 新進気鋭の政治家、ラブド・【コロミヤ】が怪
しい。

10	 【テラウェア社】が怪しい。
13	 過激派宗教団体【ケモセラピー】が怪しい。

◆ケモセラピー
〈社会：警察、ストリート、メディア、アストラル〉
5	 謎の宗教団体。よくヤバそうな集会をやってい

る。
7	 氷の静謐から分化した団体。氷の静謐の分化元

である真教は氷を聖なるものとして崇拝する普
通の宗教なのだが、この団体はそれをさらに発
展させ、全てを氷に還す（つまり殺す）ことを
目的としている。で、そしてさらにその氷の静
謐から分化した団体のケモセラピーは、ヒルコ
を殺して回っているイカレ集団。虎の威を借る
狐。ケモセラピーの次の集会場所のアドレスを
入手。

12	 組織の幹部などを入念に調べた結果、この組織
の源流は、ヒルコ犯罪被害者家族の会。

◆E3
〈社会：警察、ストリート、アストラル〉
10	 氷の静謐の工作員。かなりの初期からケモセラ

ピーに関わっているようだ。
12	 ファッションでは、フォーマルな制服かスーツ

風味なカジュアル系の服装を好んでいる。
15	 少し彼女が氷の静謐とケモセラピーに関わりだ

した時期の順番がおかしい。彼女はケモセラ
ピー（過激化する前は別のもっと無難な名前
だったのだが便宜上ケモセラピーとする）が過
激化する前からケモセラピーの一員だったよう
だ。そして、もともと真教の敬虔な信者ではあっ
たようであるものの、氷の静謐として活動を始
めたのもほぼその同時期だ。

◆コロミヤ
〈社会：ストリート、メディア、企業〉
7	 政治家の名前。生物学的性別は女性。
10	 ＧＩＤで、少数への配慮を訴える典型的なリベ

ラル系のカリスマ。実績は本物で、男女ともに
人気は高め。新進気鋭と言える。
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◆『①ヒルコ』が覚えていたフレーズ
〈社会：メディア〉
15　人気ネットゲーム「メルクマール」のある時期

のメインテーマだ。空フラグb。ab両方揃っ
たら空フラグ。

◆ナンバーズ
〈社会：ストリート、企業〉
7	 テラウェアの実行部隊軍団。テクノロジーに頼

り、ヒルコやマヤカシを比較的使わない傾向に
ある。

12	 全ナンバーズ中、あなたが調べられる範囲では、
ヒルコに少しでも関わりのあるものを使ってい
る者は数人程度に満たない。

ルーラー向け、デバッグ

・襲撃できるアドレスの一覧を共有する

　襲撃フラグが立った時点で、選択肢を紙か

掲示板か何かに書いて、それをその場の全員

が見られるようにすることが望ましい。

・襲撃についての説明

　「そこをそれ以上調査することはできない

の？」と聞かれたら、そこを調査することは

既に襲撃 or 敵対行動なので、これ以上調査

したら行き着くところまで行き着いてしまう

のだ、という説明でかわすのが簡単。

・イベントキャラ（En）に名前をつける

　推理難易度のユーザビリティを考えるなら

付けなくとも良い。名前の有無でメタ推理を

される。

・合流しないと調べられることが少ないのに

合流するためのシーンがなくて（RP上）い

まいち合流しづらい問題

　このサークルでベータ版をテストプレイし

た際、この問題が起こった。

　ルール１３からはこの問題を解決するため

のイベントの提案であり、テストしていない

ので簡潔に書いてある。

　全て起こす必要はないため、なかなかPC

同士が合流しない場合は、ＲＬの裁量を以て、

ルール１３以下を参考にアドリブを込めて、

イベントを起こす方がいい可能性もある。ま

たイベント２については『①ヒルコ』単独で

も起こせるようにしたのでマシになったと思

われる。はじめは『①ヒルコ』と『③トーキー』

の合流が必須だった。

・テーマについて

　このシナリオは「人間（スタイルを持った

キャラクター）でありたければ選択せよ」「選

択 (＝ trpg) 讃歌」というテーマを持ってお

り、それを裏付けるために、『④カブト』に

は助けに入るかどうか、『③トーキー』には

どうやって振るか（真犯人の動機の設定）を

選択させ、かつクライマックスフェイズに入

るためには選択肢を当てることが必要で、か

つ調査系神業の使用先を二択で迫っており、

全ての敵キャラクターが（あるヒルコの少女

は除く）選択できなかった、あるいはできて

いない者として描写されている。

ことあるごとにこのテーマを暗示するような

局面を、プレイヤーに迫ることが望ましい。

・テーマ全然読み取ってもらえなかった問題

　上の項を書いたあと参加者と会話したとこ

ろ、全く読み取ってもらえていなかった。

　そのための解決策をいくつか書く。

　ラブドと棺の死に際の台詞として、「私は

結局騎士に守られる王女になることも姫に仕

える王子様になることも選べなかった」「仕

事は選ぶもんだな……今やっと分かったぜ」

などと言わせる。

　このシナリオでは読み物としての都合上他

の単語になっているところを、「選択する」「選

びとる」と言い換える。「そこで僕はトーキー

の知り合いやニューロのコネを使って、何

とかBIOSと戦う選択肢を選びとったのさ。

……なんて、本当に誇らしく『選びとったの

さ』とか言いたいなら、」「なに、気にするこ

とはない、『②カゲ』、君の選ぶ選択肢に、正

しいも間違いもないのだから」

・全てイベント見たら流石に大体わかるけど

絶対イベント全部見れない問題

　テストプレイでは執拗な誘導によってプレ

イヤーが全てイベントを見て、一発で正解を

引いたが、どう考えてもメルクマールの空へ

は初見ではたどり着かないし、どう考えても

医者に『①ヒルコ』は連れて行かない。

これに関しては熟練かつ顔なじみの人間とや

る場合のみ、行き詰まった状態で、

　「君には今できることがある」とだけ言っ

て、十分程度の時間制限を設けてみるのがい

いかもしれないと考える。

　そして時間が来るたびに襲撃を強制する。

そのことに関する理由付けは適当に行う。

・PLが正解を選び取れた直後にクライマッ

クスフェイズですって言っちゃった問題

　テストプレイの際残り時間がなかったの

で、特に考えず、PLが正解を選び取れた直

後によし、ではクライマックスフェイズです

と言ってしまった。ちょっと空気が冷めた。

　実際はトガウミが全部話したあと「これで

クライマックスだよお！」などと言わせるの

がベストと思われる。

・『③トーキー』が出来ること少なすぎる問

題

　それほど問題にはならなかったが、やはり

フローチャート上は『③トーキー』が他と合

流するまでのやることの少なさが目立つ。
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(*7) クライマックスのイベン
トタイトル
　このタイトルに拘らず、決定
された動機に相応しいタイトル
で。

●騎士は竜を倒し姫を助ける (*7)
◆解説
　トガウミと戦闘する。

◆描写
　トガウミのオフィスは、テラウェア社のビルの一
部屋だ。NOVA の外れに位置しており、都市中心
部から乗り物で三十分程度かかる。レンタルヴィー
クルを借りた君たちは、今、ビルの目の前にいる。
ビルには不気味なほど人の気配がない。警戒しなが
ら中に入ると、パンツスーツのラブド・コロミヤが
無言で、背後を向き、ついてこいと言わんばかりに
建物の奥に消えた。テレビの中の彼女よりはるかに
無口だが、確かにイメージには合っている。
　ついていくと、君たちはちょっとした広い空間に
出た。どう見てもオフィスではないが、何に使う空
間かもわからない。ホールか何かであるようだ。奥
側が少し段差で盛り上がっているところを見ると、
演劇の舞台のようにも見える。ぼうっと青い照明が
なされており、だいたい見える。
　男が拍手しながら舞台袖から出てくる。側には右
肩だけで学ランを着た、上半身がチアガールで、下
半身がパンツスーツの、右乳がない女と、スナイパー
ライフルを持った男が待機している。
▼セリフ
トガウミ「こんにちは！　いや、こんばんはかな。ず

いぶんと僕達のことを嗅ぎまわってくれていたみたい

だね。とうとうここにたどり着くなんて、大したもの

だ。できればお茶でも出してあげたいところだけど、

うちの会社で君たちに提供できる応接間はここしかな

くてね。だからお茶の代わりに、出せるものを出そう

と思う」

「まあまあまあ、落ち着いて。君たちはこうして僕に

辿りつけたわけだけど、ホワイダニットについては多

分あんまりよくわかってないんじゃないかな？　ま

あ、わかりようがないかな。僕がしたいことって、何

だと思う？」

「それってさぁ、実はさぁ。驚かないでよ？」

「世界征服。なんだよねぇぇぇぇぁはははははっ！」

「凄いでしょ凄いでしょ？　僕は今から世界を征服し

始めるんだ！　（推奨で振った場合と、そもそもメル

クマールの空にたどり着かなかった場合）ずっと昔か

らの夢だったんだよこれぇ！　（単純な罵倒系で振っ

た場合は何も言わない）　古い付き合いの朋友「ラブ

ド・コロミヤ」！　金で雇った腕利き「棺」！　そ

して、命令通りに動く化物「『①ヒルコ』」！　もうさ

あ、理想のコンテンツの悪役そのものじゃないかなあ

僕ぅ！」

（イベント５をこなしていない場合）合わせて『①ヒ

ルコ』が裏切る。RLの操作下。神業によっての妨害

は不可能と説明することを推奨するが、万能系神業二

つで無理やり奪回できるようにしても良い。

（イベント５をこなしている場合）っあれ。裏切らな

いな……。おい！　来いよ！　くそっ！（カチカチと

ボタンをならしてから、ボタンの付いた機械を捨てる）

まあ、何があろうと僕達が最後に勝つことは間違いな

いんだよねぇ……！　代用品で我慢するよ！

（プレイヤーがエクスポーズ（神業）を使用した場合）

（NPCのデウスエクスマキナで無効化してから）「あは

ははは！　無駄！　君たちがここから出られない時点

で、そういう行為には、テラウェアという企業が抱え

る数百人規模のニューロたちの真髄と戦わなきゃいけ

なくなる。ま、出てから報道するんだねえ……」（使

おうとした時点で、使用しても無駄ですよと警告して

おくこと）

「さあああああ！　僕はこれから世界を支配する！　

君たちはその政府に捧げられる最初の死体だ！」

棺「というわけだ。これも仕事でね」

ラブド「……姫（感無量という感じで）」

◆カット進行
　アレノ・トガウミ、ラブド・コロミヤ、棺、（裏切っ
ている場合は）『①ヒルコ』、（裏切っていない場合は）
ヒルコトループとの戦闘。アレノとラブドが近でエン
ゲージが２つ。ヒルコが至近。棺は超遠。
　全員戦闘不能にすると勝利。
　プレイヤーが神業を使って脱出した場合「あれ、逃
しちゃった……なんてねぇ」脱出戦へ以降。

●脱出戦
◆解説
　プレイヤーが神業で脱出した際に発動。

◆描写
　ヴィークルで、放置されている工場と広い道路と
夜の闇を駆け抜ける PC 達。
　適当な PC が、何かに気付く（気付かせる）。PC
の反応を待つ。
　PC は気付く。空には背中に巨大な翼を生やし、
右腕の代わりに右肩から生えた触手でスタンダード
なヴィークルを持った（？）『①ヒルコ』。（システ
ム的には、ミューテーションでコピーして追ってい
る）（『①ヒルコ』が裏切っていない場合はヒルコの
集合体（ヒルコ◎●ヒルコヒルコ）を使っていると
する）
　次の瞬間、クーデグラ×３。誤襲撃によるクーデ

クライマックスフェイズ
Climax Phase
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グラは棺のものなので、その分を引く。
　このクーデグラは、インヴァラネラブルを使えば
二発分無効化できる。クーデグラを使っても一発無
効化できる。その場合は無効化されたあとゲスト側
がそのクーデグラを神業で防御する。万能系の神業
は一つにつき一発無効化。

「逃さないよ……僕は世界の支配者になる……」
（推奨で振った場合と、そもそもメルクマールの空
にたどり着かなかった場合）「これが僕のずっとむ
かしからやりたかったことなんだってはっきり気付
いたんだよッ！」

（単純な罵倒系）「そして、姫に世界を捧げるん
だぁ！」

（その他）適当に。
「君たちは、その、最初の生贄になってもらう
……！」
　戦闘開始。カーチェイスのため『①ヒルコ』（あ
るいはヒルコの集合体）は参加不可。距離は超遠。

（そして三ターン程度進めた後）攻撃をある程度凌
ぎ切った。しかし、市街はまだ遠い。『①ヒルコ』
が大きく右肩を振りかぶって、ヴィークルがずどお
んと君たちの目の前に墜落した。地面はクレーター
になっていて、すぐに乗り越えられそうにはない。
中からアレノがこきこきと首を回しながら出てく
る、

「なあ、ラブド、これでムチ打ちになったらさあ、
労災おりるかなぁははははは！」
　戦闘続行。ヒルコの集合体はばらけてヒルコト
ループとなる。

（棺が死んだ場合）相手の銃は殺した。しかし、市
街はまだ遠い。『①ヒルコ』が大きく右肩を振りか
ぶって、ヴィークルがずどおんと君たちの目の前に
墜落した。地面はクレーターになっていて、すぐに
乗り越えられそうにはない。中からアレノがこきこ
きと首を回しながら出てくる、

「なあ、ラブド、これでムチ打ちになったらさあ、
労災おりるかなぁははははは！」
　戦闘続行。

◆カット進行
「騎士は竜を倒し姫を助ける」と同様。

◆結末
　棺が死んだ場合、「くそ、報酬が……」とつぶやく。
　ラブドが死んだ場合、「私は結局、男であることも、
女であることも、選べなかった……」とつぶやく。
　戦闘中はアレノは死なず、戦闘終了してから自動的
に死ぬ。

（推奨で振った場合と、そもそもメルクマールの空に
たどり着かなかった場合）「どうしてだ……やりたい
ことをやったのに……」PC の反応を待つ。
　（『③トーキー』が「姫」であることを明かし、男で

ある場合）「姫……が男……なんてことだ……」「なん
てな」「おーい、ラブド、良かったじゃないか。お前
が結婚しても後ろ指を指されない女がここにいる。僕
は少しおこぼれをくれればそれでいいや。三人で、電
車ごっこ（性的な意味で）とかしようじゃんかぁはは。
おーい、ラブド？　……もう死んでるかぁ」死ぬ。
　（『③トーキー』が「姫」であることを明かし、女
である場合）「姫……そんな、まさか……」「綺麗だ
……」死ぬ。
　（「人に迷惑をかけてはいけない」という）「はぁ？
　よくわからないことを言うな。僕は姫にもラブドに
も迷惑なんてかけちゃいない。まあ今回は僕の負けだ、
せいぜいつかの間の勝利を喜ぶがいいさ、なんてなぁ
はは……」死ぬ。
　（他）適当。「姫……」と呟かせて死なせると上手く
行く可能性が高い。

（単純な罵倒系）「姫……すみません……僕は……あな
たのパラディンにはなれませんでした……」だけ言う。
PC の反応は待たずに死ぬ。

　このシナリオにはいくつかの魅力的なポイントを作ったつもりだ。そのうちの一

つが真犯人の動機をもプレイヤー側が選択（設定）できるという点だ。

　しかし実はこの点については落とし穴がある。このシナリオがこうして存在する

以上、トガウミが怪人事件を起こさないようにするという選択肢がありえなくなっ

てしまうという罠だ。つまり選択がテーマなのに選択できない。トガウミへもっと

献身的になんとかしてやりたくなるような人格を持つキャストがいることもあるだ

ろうし、神業は万能であれという原則に則れば、「メルクマールの空」においても、（た

しかに「過去なので神業は使えない」が一番スマートだが）神業があればなんとか

できなければならない。

　一応その辺りについて補強すると、まずトガウミはもともとあまり幸福でなかっ

た人生（特に詳細な設定があるわけではないので突っ込まれたら好きに作って構わ

ない）とそれによる幼稚さのために「世界征服」（またはそれに準ずるくらい幼稚

ななにか）を強く志向する傾向がある。ちょっと良くなった程度まで付き合ったく

らいでは歪みは治らない。キャストが、フツウの人間なら心機一転頑張れるような

素晴らしいことを言っても、それをそのまま曲解することができるゲストだ。

　次にPCが神業を使った場合であるが、とりあえずシステム上は神業で対抗する

として、演出的にはラブドを使うのが良いと思われる。ラブドとトガウミは恋愛関

係にないが同じ者に惚れた人間同士強い絆を持っている。理由はこれを利用して後

からつけるとして、神出鬼没で身代わりになる、プリーズでお願いするあたりが適

当か。

　対抗しないということも選べる。時空間を捻じ曲げるような強大な力を持つキャ

ストの神業が使われたら、現在に戻ってきた時、事件なんて特に起こっていなかっ

たという処理をできるかもしれない。その場合はこのままシナリオは終了か、別の

クライマックスを即興で作る。あるいはトガウミ以外の見知らぬ誰かが同じような

ことを起こしていた、いわゆる歴史の修正力ネタに頼ることもできる。

トガウミの動機について
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　アレンジ自由。

●エンディング１
シーンプレイヤー：『③トーキー』

◆描写
　時期は現在。君は大きな仕事を終えたあと、君の
所属するオフィスで、君の上司に呼び出された。
▼セリフ：『③トーキー』の上司

「いやー、どでかいネタが上がったな。よく掴みきっ

たもんだ、事の真相全部まで。一体全体どうやったん

だ？」

「ま、いいや。よくわからないが、これからも頼りに

してる。今はゆっくり休むといい」

◆結末
　PC の反応を待ち、メルクマールのサービス終了メー
ルによってシーン終了。

●エンディング２
シーンプレイヤー：『④カブト』

◆描写
　時期は現在、時期は現在。君は家で待機していた
ところ、上司に呼び出され、君の机がない広く慌た
だしいオフィスで、机に座った昔なじみの上司の話
を聞いている。
▼セリフ：『③トーキー』の上司

「よくやった、『④カブト』。お前は本当に仕事がよく

できるな。頭をナデナデしてやる」（このへんは『④

カブト』の設定次第で変える）（ものすごく親しいこ

とがわかる描写であるのが望ましい）

「少し多めの休みをやる。次の仕事に向けて、ゆっく

り英気を養え」

◆結末
　PC の反応を待ち、シーン終了。

●エンディング３
シーンプレイヤー：『①ヒルコ』

◆描写
　RL が奪った場合は、死ななかった場合のみ復活。
ストリートに戻るか、『②カゲ』の家に住み続ける
かを、当人同士で決めてもらい、それに従い前者な
らストリートで、後者なら家で描写。

●エンディング４
シーンプレイヤー：『②カゲ』

◆描写
　E1 の診療所。
▼セリフ：E1
「聞いたよ、『②カゲ』。また、人を助けてしまったんだっ

て？」

「私が危険な目にあっても、きっと助けてくれるのだ

ろうね」

「今回の戦いは、君にとってどんなものだった？」（反

応を待つ）

（肯定的）「そうか。良かった。話のヒルコとの結婚式

には、私を呼んでくれたまえ」

（否定的）（裏切ったヒルコを殺した場合を想定）「な

に、気にすることはない」「『②カゲ』、君のやることに、

正しいも間違いもないのだから」

　xyz.

エンディングフェイズ
Ending Phase
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▼一般技能
１♤♧♡♦ 社会：メディア
１♤♧♡♦ 社会：企業
１♤♧♡♦ コネ：結城あや
２♤♣♥♢ ★心理
２♤♣♥♢ ★回避
▼スタイル技能

５♠♣♥♦ 大嫌い （TNX194）

２♤♣♥♢ 毒舌 （TNX194）

２♤♣♥♢ サブリミナル （TNX192）

１♠♧♡♢ 黒子 （TOS74）

１♠♧♡♢ †潜伏 （TCL87）

▼アウトフィット
・学生服 電：15 ／隠：14（TNX238）
　盾にすればフォーマリティ相当の防御力を併せ持つ。

・ディープスリート 電：15 ／隠：15（TNX254）

・カームマインド 電：12 ／隠： （TNX254）
精神ダメージを常に－２

・WIZ-X 電：12 ／隠：13 （TCL107）

・マジックボルト 電：18 ／隠：12（TNX245）

・AT スレイヤー 電：14 ／隠：13（TNX245）

▼戦闘プラン
　潜伏して機を見計らいながら、毒舌（軽減不可）＋サブリミナル（要知覚）（＋大嫌い（精＋7）＋マジック
ボルト（精＋1）＋ＡＴスレイヤー（精＋2）＋ディープスリート（マイナー精＋3））で16、20、21を狙
い精神攻撃。

ラブド・コロミヤ
マネキン、カリスマ◎、カゲムシャ●

▼設定
「パラディン、――私は貴方と共にある」
　トガウミの秘書。カリスマとしての顔と、トガウミ
の窓口としての顔を併せ持つ。人の精神を掌握する才
能に長けており、トガウミが開発した学生服状の増幅
器を使って戦う。カゲムシャとしての宿主はトガウミ。

▼神業

プリーズ！□　神の御言葉□　神出鬼没□
▼能力値／制御値

♠理性： 4 ／ 10 ♣感情： 9 ／ 15
♥生命： 4 ／ 12 ♦外界： 4 ／ 11

▼戦闘データ

【ＣＳ】 8 【ＡＲ】 1
【防御力】Ｓ：2 ／ P：2 ／Ｉ：2

▼一般技能
２♠♧♥♢ 隠密
１♤♣♡♢ 社会：企業
１♤♣♡♢ 社会：テクノロジー
１♠♧♡♢ コネ："J2" 和泉紗季
２♠♧♥♢ ★回避
▼スタイル技能

１♤♧♡♢ レッグアレスト （TCL87）

５♤♧♡♢ ドッペルゲンガー （TOS75）

２♤♣♡♦ 権謀術数 （TCL69）

１♤♣♡♢ †潜伏 （TCL87）

２♤♣♡♦ †拾い聞き （TOS76）

▼アウトフィット
・フォーマリティ 電：15 ／隠：14（TNX238）
荒事もやるエクゼクの嗜み。社員証を首から下げ、胸ポケット

に隠している。

▼戦闘プラン
　潜伏してドッジしながら、可能ならレッグアレストで敵行動を妨害

アレノ・トガウミ
エクゼク◎、クロマク、カゲムシャ●

▼設定
「なあウォーロック、――世界征服しないか！？」 
　テラウェアのエクゼク。引きこもりの頃に手癖で身
につけた技術で、「ニューロ土方」として入社。その
後努力を積み上げラブドと二人叩き上げで、コネと権
力と財力のある、押しも押されもしないエクゼクとな
る。本人は戦闘はできない。カゲムシャとしての宿主
はラブド。

▼神業

買収□　腹心□　神出鬼没□
▼能力値／制御値

♠理性： 5 ／ 12 ♣感情： 6 ／ 13
♥生命： 4 ／ 10 ♦外界： 6 ／ 13

▼戦闘データ

【ＣＳ】 7 【ＡＲ】 1
【防御力】Ｓ：2 ／ P：2 ／Ｉ：2

▼一般技能
２♠♧♡♦ 社会：ストリート
１♠♧♡♢ コネ：ドーリス
２♠♧♡♦ ★射撃
２♤♧♥♦ ★回避
▼スタイル技能

３♤♧♡♢ クイックドロー （TNX214）

２♠♧♡♦ 貫きの矢 （TNX214）

２♠♧♡♦ セキュアショット （TCL77）

１♤♧♥♢ †インターセプト （TNX215）

１♤♧♡♦ ※魔弾 （TCL77）

▼アウトフィット
・ソリッドファントム 電：18 ／隠：- （TNX236）
P+9。どこででも買える千早製品。

▼戦闘プラン
　インターセプト（達成値－９、ＡＲ消費）で妨害。隙を見てクイックドロー（達成値＋３）＋貫きの矢（差
分値防御無視）＋セキュアショット（攻＋４）（＋魔弾（リアクション・軽減不可））で攻撃。

棺
カブトワリ＝カブトワリ＝カブトワリ◎●

▼設定
「仕事か。報酬は」
　一流のカブトワリ。報酬を見て、来る仕事をただ受
ける。棺状のライフルケースを持ち歩く。殺す以外の
ことは知らないし、何も覚えていない。

▼神業

とどめの一撃□□□
▼能力値／制御値

♠理性： 6 ／ 12 ♣感情： 0 ／ 12
♥生命： 6 ／ 9 ♦外界： 9 ／ 15

▼戦闘データ

【ＣＳ】 6 【ＡＲ】 1
【防御力】Ｓ：0 ／ P：0 ／Ｉ：0
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